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概要

　第１回韓国薬学研修を 2013年 9月 8日（日）から９

月 11日（水）に実施した。６年生１名・５年生２名・

４年生２名の５名の学生が参加した。韓国漢陽大学の大

学病院と薬学部、調剤薬局、漢方市場などの見学を行い、

韓国における薬学・薬剤師や医療に関して学んだ。

参加者

６年　08A801　中村　真未

５年　09A037　三輪　美代子

５年　09A133　水野　靖久

４年　10A072　澤田　真希

４年　09A103　長谷川　博之

　今回は４～６年生を対象として募集し、選考の結果、

上記女性３名・男性２名の薬学部学生が参加した（図 1）。

引率として、下記２名の教員が同行した。

薬剤学講座　鍋倉　智裕　教授

衛生薬学講座　李　辰竜　助教

日程

　2013年 9月 8日（日）から９月 11日（水）までの３泊

４日であり、１日目と４日目は移動日、２・３日目に研

修を実施した。表 1に旅行日程を示した（表 1）。２・３

日目に実施した研修日程について表 2に示した（表 2）。

漢陽大学について

　漢陽大学は 1939年に設立され、ソウルとアンサンの

両キャンパスに、工学、医学、経営、芸術など 23学部、

学部学生約 2万 5千人、大学院生約 1万人が在籍する韓

国最大規模の私立大学である。本学と漢陽大学は 2013

年 2月に学術交流協定を締結した。

漢陽大学における薬学教育

　日本および米国における薬剤師養成教育 6年制の影響

を受け、韓国においても 2011年度から薬学教育が 6年

制へ変更されている。漢陽大学では 2年間（または4年間）

他学部で学習した後、薬学部に進学し 4年間学習する、

2+4の 6年制である。そのため、薬学部では専門科目の

みが開講され、3から 5年次に生化学、生薬学、薬理学、

薬剤学、薬物治療学等を履修し、6年次に合計 1300時

間の実務実習を病院・薬局や製薬企業で実施する。

　薬学部教員は 15名（うち実務系が 3名）であるが、

学部生が 3学年合計で 90名と少ないため、1教員あた

りの学生数は本学よりも少ない。また、薬学部開設に先

立って大学院が作られ、64名の大学院生や留学生・博

士研究員が在籍し、研究施設が充実している。韓国にお

ける薬学教育は日本とは異なる点もあり、参考となると

考えられる。

感想

　今回は 5名と少数の学生の参加のためか、どの学生も

意欲的・積極的に行動していた。韓国の学生は日本文化

に興味がある学生も多く、好意的・積極的に接してもら

えた。双方の母国語ではない英語で懸命に意思の疎通に

努める姿は大変誇らしく思えた。有意義な体験であり今

後の学習に活かせるものと期待している。今後もこのよ

うな機会をより多くの学生に提供し、愛知学院大学薬学

部の発展に寄与していきたい。

　今回の学生の旅行費用について補助を頂き、愛知学院

大学薬学会の皆様に深く感謝いたします。
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鍋倉　智裕

薬学部国際交流委員会

愛知学院大学薬学会誌　第 6巻

図 1　漢陽大学病院にて
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